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事例5 地域での
広げ方が
うまくいかない

case study

これまで地域活動をしてきたわけでもないので、
なかなか協力者を得られないし、
どうすれば協力する人、応援してくれる人を
見つけられるのかわからない。
協力者が得られないので、地域での活動も
なかなか広がらない。
このままでは、地域の中で浮いた存在に
なってしまいそう。

協力者を増やすためには
どうしたらいい？

考えるヒント

「完璧な食の提供」を目指すより「一緒につくっていく」という姿勢を打ち出してはどうでしょうか？　来て

いる子どもたちや保護者にも役割を持ってもらって、「仲間」になってもらうと、そこから広がりが生まれて

いくかもしれません。地域にすでにあるネットワークにも顔を出し、活動を認識してもらうのも一つの手です。

パンフレットや SNS などで、自分たちの活動がどのようなもので、日ごろどんなふうに活動しているのかを

伝えてみましょう。また、「助けて！」の声を上げると、思いもよらなかった応援団が現れるかもしれません。

近所の方や食支援とはまったく別のところで出会った人にも自分たちの活動を伝え、困っていることをオープ

ンにしてみたら、偶然の出会いから協力者が広がっていくかもしれません。

完璧さよりも「参加の余白」「関係性」が大事。
「助けてほしい！」から広がりは生まれるのかも？

●団体の関係性の広がりの例

コミュニティスペースえんくるの場合

繁華街にある食支援団体の場合

えん
くる

食支援
団体

パントリー
利用者喫茶・食堂に

来る子ども・親

ブリュッケ＊1
の若者

＊1フリースペースたまりば運営の若者支援事業
＊2フリースペースたまりば運営のプレーパーク施設
＊3夢パーク内のフリースペース

＊4　年に1回共同でイベントを開催。
関係性を広げるきっかけづくりになっている。

立ち上げのきっかけになった
什器の提供

寄付や、低価格での厨房改修・
図面作成などで協力

フリーマーケットを
通じて交流

外国人支援や
困難ケースの対応で連携

海外ルーツの子ども支援に
関する知見を得るために交流

助成金の提供や
ケースのつなぎ先

厨房設備改修の助成

フィリピンにルーツを持つ兄弟を
きっかけに海外にルーツを持つ
子ども、多文化な環境の子どもたち

ヤングケアラー
（親の通院付き添いや
　兄弟の世話を行う子）

不登校やいじめ、
アイデンティティに悩む中高生 

夜の街で働く若者

10代で出産した親

日本語が話せない外国人保護者

文化のちがいを抱えたまま
孤立している外国人保護者

現在の運営費
（家賃等）の助成

学習支援ボランティアの場
子どもたちの状況把握の

ための接点

緊急時の対応
などで連携

寄付やボランティアで交流

夢パーク＊2
のつながり

えん＊3
のみんな

大手企業
地元支店

地元
中小企業

個人
事業主

農業
協同組合

生活
協同組合 労働

協同組合

市内の
子ども食堂
ネットワーク

食料を
寄付してくれる

方々

農家の
方々

造園業の
方々

市民活動
センター

食支援
全国

ネットワーク
子ども食堂
全国

ネットワーク

フード
バンク

こども
宅食

ネットワーク

地域
の人々

えんの
若者

えんの
保護者

寄付や手伝いも

引っ越しや
掃除の手伝い

お助け隊
ボランティア

定期ボラン
ティア
利用

ボランティア
寄付・利用

寄付
（もの・お金）

寄付
（もの）

近所の方々

食品寄贈
助成

収穫したものを
お裾分け

食品寄贈
引っ越しや手伝いなど

食品寄贈

食品寄贈

助成

助成・ネットワーク

運営を一緒に考える
寄付（もの）

寄付
利用

児童相談所
区役所
福祉事務所
社会福祉協議会
学校

NPO等民間団体
弁護士・司法書士
不動産屋・居住支援法人
医療機関

助けて
もらった
機関利用者

子ども
保護者

運営
母体
関連

企業
の
方々

近隣の
商店
住人

民間
支援
団体

行政
公的
機関

資金
提供

地域
の
子ども

親たち

地域の
団体の
集まり＊4

中間
支援
団体

近所
の
方々

サポートボランティア

学習支援
ボランティア 事務担当

ボランティア

日替わりこども食堂
店主

近隣在住の公務員

関心を持って集まってきた人たち

自ら食事作りなどを企画・実施する約 20名

高校生世代への学習支援
海外ルーツや

現役中学教師など

知人
設備業者

在住外国人
支援団体

在住外国人と
地元住民の交流施設

市役所
区役所 食品メーカー

の財団

募金会
基金

以前の助成元
食支援
全国

ネットワーク

小学校
中学校

警察

トランスジェンダー
の

近隣で働く人

料理店
オーナー

子どもや保護者に仲間になってもらう子どもや保護者に仲間になってもらう 既存のネットワークに参加する既存のネットワークに参加する

パンフレットやSNSで活動を発信するパンフレットやSNSで活動を発信する 自分たちから「助けて！」と声をあげる自分たちから「助けて！」と声をあげる
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「あれもやりたい」「これもやりたい」とたくさんの思いはあっても、

予算が足りなかったり、人手がなかったり、

なかなか実現できないことはたくさんあります。

逆に、あれもこれもと求められるままはじめてしまうと、

なんのためにやっているのかわからなくなり疲弊してしまうかもしれません。

「自分たちの食支援への思い」を再確認してみましょう！

自分たちの思いを形にする
「やりたいこと」を知恵と工夫で形にしていこう！

最初は「子どもたちに食を届けたい」という思いからはじまったはずなのに、「何もできない」と無力感にさ

いなまれたり、「自分たちの活動に意味があるのかわからなくなってきた」と悩んでしまったりするかもれま

せん。 多くの団体が、活動を続けるうちに「自分たちが本当にやりたかったことってなんだっけ？」と悩んで

しまうようです。 

そんな時、自分たちは何を一番大事にしたいと考えているか、みんなで話し合い、再確認しましょう。「でき

ること」ではなく、無理なく「続けられること」に的を絞って取り組んでみるのはどうでしょうか。 

食支援は民間の自主的な活動。「あれもこれも」ではなく、「自分たちの大切なこと」を軸に考えると、楽になり、

自分たちの思いを形にすることにつながっていくかもしれません。

まずは自分たちの思いを大切にして
「あれもこれも」を手放そう！

食支援の活動を続けるうちに、ここが多様な課題に出会う場だと気づくかもしれません。生活困窮、健康や障害、

子育てや介護などのケア、不登校やひきこもり、孤独や孤立など、食を通してあらゆる社会の大変さを目の当

たりにし、悩んでしまうこともあるのではないでしょうか。 

食支援は、食を通じて子どもたちと出会い、安心して一緒にいられる関係や居場所をつくりだします。安心で

きるからこそ、子どもや親が思わず悩みや不安を話すことができる場所になります。やがて「この人の紹介な

ら相談に行ってみよう」と子どもや親に信頼してもらえることが、食支援の大切な役割なのではないかと思い

ます。

相談を受けて解決につなげるのは、本来行政や専門機関・専門家の役割です。食支援から専門的支援まで行っ

ている団体の活動を聞くこともあるかもしれませんが、自分たちの活動の強みは自分たちらしくつくっていき

ましょう。その強みを生かしていくことで、地域での自分たちならではの役割が、自ずと出てくるのではない

かと思います。

自分たちの場は自分たちでつくる
強みは自分たちらしさからはじまる

食支援に「こうでなければならない」という決まったやり方があるわけではありません。自由な発想で、自分

たちらしい活動をつくっていけばいいのです。

ですが、つながった子どもや親、出会った地域の人と「ともにつくっていく」という姿勢も大切です。ときに

柔軟さが必要となり、大変なこともあるかもしれません。でも、急がば回れ。自分たちの思いを伝える中で出会っ

た人たちは、きっと大切な仲間になり、そうした仲間を増やすことが思いを形にするための近道になります。

思いのもとに集まったら地域の人は仲間になる
食支援は子どもや地域の仲間とともにつくり出していく
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事例6 金・人・物の
不足で思う
ようにできない

case study

やりたいことはたくさんあるし、
こども食堂を継続的にやっていきたいけれど、
お金がない。人がいない。物がない。
お金と物がなくても節約し、
人手の不足は今いるメンバーで
カバーしてきたけれど、
ただただ忙しいばかりで、
なんのためにやっているのか
わからなくなりそう。

さまざまなネットワークや
公的機関に顔を出していたら、
「あれも」「これも」と頼まれる。
特に、金額の大きな助成金を獲得したことが
自分たちの首を絞めた。
できることは多くなったけれど、
報告書や数値達成を求められ、
気づいたらデスクワークばかり
やっている。
ただ、地元の子どもたちに
おいしいごはんを
食べさせたかっただけなのに……。

不足を補うためには
どうすればいい？

本来の活動以外の
ところでつかれた…

考えるヒント

事例7 要請に
応えすぎて
しんどくなった

case study

考えるヒント

「開く」とは、問題を自分たちだけで解決しようとせず、地域や公的機関、ネットワークに相談して、やって

もらえることは任せてしまうことです。「問題を開く」ことは、新たな関係性をつくることでもあります。

「分ける」は、大きな不足を小さな不足に分けて考えること。密接に関わってくれる人を探すのは難しいこと

ですが、ちょっとだけのお手伝いをしてくれる人ならすぐそこにいるのではないでしょうか。大口の寄付は集

められなくても、フリーマーケットやバザーなどで小さな収益を上げる機会を増やすのはどうでしょう？

「循環させる」とは、地域資源を回すこと。農家の規格外野菜や商品の余剰在庫、各家庭の不用品など、余っ

ているものをつないでいくことはできます。フードドライブを定期的に開催することも一つの手です。

「困った」ときこそ、仕組みを考え、関係性を広げるチャンス！
「開く」「分ける」「循環させる」がキーワード。

困っていることを相談することで新たな関係性をつくる困っていることを相談することで新たな関係性をつくる 大きな不足を小さな不足に分けて考える大きな不足を小さな不足に分けて考える

地域にある余った物を循環させる仕組みをつくる地域にある余った物を循環させる仕組みをつくる

考えるヒント考えるヒント

「関係性を広げることが持続可能性につながる」という思いで、あちらこちらのネットワークに顔を出すと、

いろいろな要請をされることがあります。自分たちの活動を認めてもらえるのがうれしくて、何もかもを引き

受けていると、自分たちが本来やりたいことがおろそかになってしまうこともあります。

こんな時こそ、自分たちが大切にしたいことを再確認することが必要なのではないでしょうか？　助成金や行政

の補助金などをもらうと、数値達成などが求められがちです。今一度、それは本当に妥当な目標だったのか、自

分たちにとって大切な評価基準や適正目標はどこなのかを考え直し、助成元や補助金担当課と話し合ってみま

しょう。助成元・行政と食支援団体は、本来は対等なパートナー。勇気を出して声を届けてみるのはどうでしょう。

「本当にやりたかったことはなんだっけ？」
助成金疲れ、補助金疲れを感じたら、活動を見直そう！

「引き受けられない」ラインを明確に持つ「引き受けられない」ラインを明確に持つ 「自分たちが手放せない軸」を再確認する「自分たちが手放せない軸」を再確認する

自分たちならではの提案をする自分たちならではの提案をする 「できない」ことは断る勇気を持つ「できない」ことは断る勇気を持つ
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スタッフにむやみにベタベタくっつく子がいたり、

いつも同じ服を着ていて髪がベタついている子がいたり、

必要以上にごはんを食べ過ぎる子がいたり……。

課題を持つ子どもを発見するつもりはなくても

「あれ？」と気づいてしまうことがあります。

そんなとき、自分たちで抱え込んでいませんか？

自分たちで抱え込まない
自分たちの限界を知って、抱え込み過ぎないよう注意しよう！

食支援は、相談窓口ではないので、やってきた子どもや家族が苦しさを抱えていたとしても、子どもや家族自

身がそれを悩みとして認識し、解決したいと願っているとは限りません。苦しさを言葉にしにくい人や、誰か

に頼って何とかしようと思っていない人とも出会います。

専門家のように悩みをキャッチしようとアンテナを張り巡らせていなくても、ともに過ごす時間が増えると、

結果として「あれ？」と思ってしまうことがあります。本人はどこかに相談する気もなさそうで、「これを見

過ごしていいんだろうか？」と悩む団体も多いようです。

SOSをキャッチしようとはしていないのに
「あれ？」と思う。「見過ごしていいのか」と悩む

「あれ？」と思った時、根掘り葉掘り聞き出そうとせず、まずはそんな子どもや親だからこそ「安心して心地

よくここにいられること」が大事だと考えてみましょう。

遠慮があって聞けない時は、まだまだ距離が遠い段階。団体内で「あれ？」を共有しながら、本人との時間

を重ねて、焦らず見守っていきましょう。あたたかなまなざしで受け入れる雰囲気を保ちながら、「困った子

は困っている子」という姿勢を忘れずに。やがて信頼関係ができてくれば、子どもや親からポロリと打ち明

けられたり、自然な流れで状況を聞くことができる時がやってきます。

打ち明けられたことに対して、非難したり、早急に解決策を提案したり、相談先を紹介するのではなく、ま

ずは「それは大変だったね」「これまでよく頑張ったね」と受け止めることからはじめてみましょう。対等な

関係でちょっと聞いてくれる人だからこそ、話せることが人にはたくさんあるものです。

専門機関のような「支援する人／される人」の関係ではなく
「ちょっと話を聞いてくれる対等な人」だから価値がある

人には本来自分で解決する力が備わっています。一緒に困ってくれたり、「それは大変だね」と言い合いなが

らそばにいてくれる人がいれば、いつの間にか解消していることもたくさんあるはず。子どもならなおのこと、

成長するうちに自分で解決できるようになることがたくさんあるのです。そんな「そばにいる」関係性を続け

やすいのが、食支援のいいところだと思います。

それでも、打ち明けられた困りごとの中には、非常に深刻で、解決したり解消したりするのが、難しいものも

あるかもしれません。その時は、専門家や専門機関の出番。一緒に悩んだ関係性を土台に、専門家・専門機関

に頼ってみましょう。いざという時のために、日ごろから専門機関や行政の中に、頼れる人や場所を見つけて

いきましょう。

一緒に悩んでともに抱えて、気づくといつの間にか解消している
その関係性から生まれる土台の上に専門機関での相談・解決がある

あれ



22 23

事例8 深刻な事情を
相談されても
応えられずつらい

case study

はじめて出会った子どものお母さんから
「聞いてほしいことがあるんですけど……」と
子どものことや学校のこと、
実母の介護のことまで相談された。
こちらは話を聞いても何もできない。
専門家ではないのにいろいろ相談されると
応えられず、正直つらくなってしまう。

相談されたとき
どうすればいいの？

食支援の場に来ている子どもが
虐待を受けているらしいと推測できたので
役所に相談に行ったけれど
「それだけではなんとも言えない」と
相手にしてもらえなかった。
かなり感情的に訴えてみたけれど、
対応してもらえなかった。
もう行政には頼れない！と思ってる。

公的機関に相談しても
役に立たないのでは？

考えるヒント考えるヒント

深刻な悩みを相談されると、「何もできないのに……」と困ってしまったり、つらくなってしまうかもしれま

せん。でも、友人同士やご近所同士で愚痴を聞き合うのと同じように、「そうなんだ、大変だね」と聞くだけで、

その人にとってはちょっと楽になっているのではないでしょうか。

自分ひとりでつらさを抱えないことも大切です。

もし、その悩みを聞いているのが団体内で自分ひとりだけだったら、みんなで状況をシェアした上で、その人

にほかのメンバーが関われる機会を増やしてみませんか。あるいは、地域の中でつながるとよさそうな人を考

えて、その人と出会うきっかけをつくってみるのも一つの手です。

話を聞いてもらって肩の荷がちょっとおりるだけでいい。
相談ごとの解決を引き受けず、話せる関係をつなげていく。

「ちょっと話を聞く人」がいることが大事「ちょっと話を聞く人」がいることが大事

団体内で関わる人を増やす団体内で関わる人を増やす 地域でつながるとよさそうな人を探す地域でつながるとよさそうな人を探す

考えるヒント考えるヒント

行政には窓口がたくさんあり、さまざまなことを相談することができます。一方で、「縦割り」でもあり、相

談に行った窓口ではできないこともあります。福祉の制度は対象別に分かれていますが、各対象ごとに総合相

談窓口を持っています。26ページを参考に、自分の地域の総合相談窓口に「顔を知っている相手」を増やし

ていきましょう。

一方で、虐待のようなセンシティブな情報の場合、情報共有の仕方をまちがえると、本人を傷つけ、意図しな

いマイナスの結果につながることもあります。だから、行政は簡単に情報共有をすることができないのです。

それでも、命に関わるような緊急性の高い事案ならすぐに対応してくれるはずです。具体的な事実を伝えて、

危機感を伝えていきましょう。

公的機関はそれぞれの窓口に役割分担がある。「伝え方・内容」を
工夫しながら「顔を知っている相手」を増やしていく。

命の危険に関わるときは具体的な事実を客観的に伝える命の危険に関わるときは具体的な事実を客観的に伝える対象別の総合相談窓口に相談する対象別の総合相談窓口に相談する

公的機関や専門機関に「気軽に相談できる相手」をつくる公的機関や専門機関に「気軽に相談できる相手」をつくる

事例9 公的機関に
相談しても
門前払い

case study
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考えるヒント
「あれ？」を見つけたとき、自分たちでできること

事例10 ヤングケアラー
の子がいるcase study

小学生の弟妹を迎えに来る中学生がいる。
母親はシングルマザーで
ダブルワークしているので、
弟妹の世話をしたり、家事を担っているのは
その中学生のよう。
居場所に来られないほど毎日忙しそうだ。
「どこかに相談に行こう」と言っているが
母親は聞く耳を持たない。
実際にどこに相談に行けばいいのか、
自分たちもわからない。

ヤングケアラー問題は
どこに相談に
行けばいいの？

考えるヒント考えるヒント

最近になってやっと目が向けられるようになったヤングケアラーの存在ですが、なかなかその当事者を発見す

ることはできません。ケアラーが出かけていくことはケアする人がいなくなることを意味しますから、なかな

か外に出づらいのです。また、家庭内のことだからこそ、「誰かに助けを求めていい」と思いづらく、言い出

すことも難しくなりがちです。まずは大変さを受け止めて、食料を渡すだけの短い時間の会話すらも大切にし

ながら、「誰かに頼っていいんだ」と子ども本人が思える時を待ってください。

相談に行ってみようと思ってくれる時が来たらチャンス。相談場所を探す時には、「誰をケアしているか」に

注目してみてください。ケアをしている対象ごとの総合相談窓口を頼ってみましょう。

発見も支援も難しいヤングケアラー。
まずは苦労を受けとめ、「誰のケア」をしているのかに注目を。

「話して大丈夫」の関係をつくる「話して大丈夫」の関係をつくる “誰”をケアしているのかを足がかかりに相談機関を探す“誰”をケアしているのかを足がかかりに相談機関を探す

地域にはさまざまな人や団体がいるものです。また専門機関もたくさんあります。全部を解決してくれると

ころはないかもしれませんが、少しずつ協力を求めてみませんか？

地域の人・団体・機関と支える6

困りごとをみんなで悩んでいると、「全部は解決できないけれど、これならできる」と少しずつ助けになる人

やアイデアが浮かんでくるのではないでしょうか。はじめに相談を受けた人が抱え込まず、少しずつ手助けし

てくれる人を増やしていくことが大事です。困りごとを支えるだけでなく、その子や親の活躍の場を増やして

居心地のよい時間を増やしたり、本人たちの活躍を通じてつながりを広げる機会を持つことも大切です。

その子や親が頼れる人を増やす5

相談を受けても「どうしたらいいんだろう？」と一緒に困ってしまうこともあるかもしれません。それが大切

です。可能ならば、本人の了承を得て、食支援のほかの運営メンバーや地域の頼れるボランティアにも困りご

とを相談し、みんなで悩んでみましょう。

一緒に困る・みんなで悩む4

助言や苦言をしたくなる時も、いったんセーブして、受け止めてみましょう。対等な関係のもと、相手の話

をよく聴いているうちに、自然に状況が変わってきたりするものです。また、誰か一人が安心して相談でき

る人になることができれば、次に相談できる人につなげる土台にもなります。まずは、解決より、安心して

話せる最初の人になってみましょう。

よく聴き、安心して話せる最初の人になる3

気になる子や親について、運営する仲間で話してみましょう。多角的な視点で見てみると理解が深まり、関わ

り方の工夫も自然と見えてくるかもしれません。話したことはぜひ記録に残して。あとあと専門家に相談する

ときにも役立つかもしれません。

みんなで話して理解を広げる2

その子や親の大変さを想像しながら、ていねいに声をかけたり、安心して居心地よく過ごせるようにしてみま

しょう。それだけで十分価値のあることです。

状況に合わせて見守る1
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考えるヒント
頼りになる、相談できる場所・人

それでも、どこに相談すればいいかわからないときは……

地域の人に相談してみては？

専門家・専門機関に相談してみては？

困っている人の助けになる制度や仕組みはたくさんあります。
個別の制度を知ることはなかなか大変なので、
領域ごとの総合相談窓口で聞いてみましょう！
地域の人も力になってくれるかもしれません。

その人らしい暮らしを地域で支えるために地域福祉を推進する組織。
地域福祉のハブとなる地域の相談・応援役。

＊地域によっては「くらしなんでも相談」など
　領域によらない福祉の総合窓口があるかもしれません。

日本NPOセンターのページから
近くのセンターを検索できます。

＊地域によって名称がちがう場合があります。

地域の社会福祉協議会（社協）

町内会・自治会 民生・児童委員 PTA・学校
地域によって活動に差はありま

すが、町内会長さんや自治会長

さんは地域の顔役。直接解決に

乗り出してくれることは少なく

ても、どこに、誰に相談すれば

よいか、教えてくれます。

各地域に必ずいる、地域住民の立

場で相談・援助を行うボランティ

ア。多方面の相談に対応してくれ

ます。行政とのパイブ役を担って

いるので、行政に行く前に相談し

てみてはどうでしょう？

教育機関は地域とのつながりを

大事にしているので、話を聞い

てくれるはずです。学校の問題

や生徒同士の問題などは相談し

てみましょう。日ごろから問題

共有しておくのが大事です。

住民ニーズに基づき、制度の枠にとらわれず、誰もが安心して、その人らしい暮らしができるように福祉以外の分野
も含めたさまざまな団体・人との連携や協働を広げながら継続的な支援を行う役割があります。
活動を続けている中で出てくる困りごとなどを相談すると、地域支援や個別支援の経験を生かして、解決方法を一緒
に考えて行動してくれたり、さまざまな機関にもつないでくれます。すぐに魔法のように解決するわけではないけれど、
一緒に課題の整理や調整をしてくれる頼れる場所。まずは相談をしてみましょう。

団体の運営に困ったときなどに頼れるところもあります。

NPO、ボランティア、まちづくり、福祉、文化活動など、
地域で公益的な活動を行う団体や個人を支援・育成する拠点施設。
運営に困ったときやほかの団体との連携の相談に乗ってくれる。

市民活動センター

運営形態はさまざまですが、多くの場合、自治体が設置し、NPO法人や民間組織が指定管理者として運営しています。
助成金情報、イベント情報、ボランティア募集情報など、市民活動に関する情報が集まっているので、一度顔を出し
ておいたほうがいい場所です。運営上の悩み、行政との協働についての相談対応のほか、団体同士のつながり作りも行っ
ています。

こども家庭センター
児童家庭支援センター
（設置状況や名称が自治体ごとに異なります）

子どもや子育てに関すること全般の相談にのってくれます。
虐待かもしれないと思った時も、
まずは児童相談所よりこちらに相談してみましょう。

子どものこと
　　子育て
　　 のこと

センターを設置している
自治体を調べられます。

基幹相談支援センター
障害（身体・知的・精神）のある親や子どもに関する相談。
障害のある親の世話をしている子ども（ヤングケアラー）の
相談先になるかもしれません。

障害のある
 人の支援
　   のこと 全国のセンター一覧を

見ることができます。

地域包括支援センター
高齢者が住み慣れた地域で自分らしく暮らし続け
られるよう支援する市区町村設置の総合相談窓口。
専門職が情報提供や介護サービス紹介などを
行ってくれます。

高齢者の
介護のこと 地域包括ケアの

さまざまな施策と
各都道府県のセンターを

調べられます。

生活困窮者自立相談支援事業
お金のこと、仕事のこと、住まいのことなど、
生活に困っている方の総合相談窓口。
ほかの専門機関と連携して、
解決に向けた支援を行っています。

お金・仕事・
借金など
くらし全般 近くの自立相談支援

機関を調べられます。



28 29

自分たちらしい場をつくる
自分たちの個性を発揮するには何が必要か、考えてみましょう！

FOOD
KIDS
×

食支援は万能でなくていいものだと思います。

ただ、どうせやるならば「自分たちらしい」活動をしたいものです。

では、自分たちならではの個性とはなんでしょうか？

独自性とはどこから生まれるものでしょうか？

自由にいきいきと「楽しい」「うれしい」を大事に

自分たちなりの活動とは何かを考えます。

まず、子どもに何を届けたいのか、どんな関係性をつくり出したいのかを考え、言葉にしてみましょう。「こ

れだけはゆずれない軸」はなんなのか思い出すと、言葉にしやすいかもしれません。「孤立させない」「役割を

持てる場にする」「誰でも来られる開かれた場にする」……きっと団体によってちがうと思います。

そして、言葉にしたら、スタッフやボランティア、協力者のみなさんと共有しましょう。

みんなで「大事にしたいもの」が共有されると、一貫性が生まれ、利用者にも安心感が生まれます。また、判

断に困ったときは、「大事にしたいもの」を核として考えると迷いが少なくなります。

自分たちが大事にしていることを
言葉にする・共有する

「自分たちならでは」「自分たちらしさ」は一回だけでは生まれません。継続しているからこそ、時間の経過

の中で自然と、その場の文化が醸し出されてくるのではないでしょうか？

では、積み重ねていく「自分たちらしさ」はなんでしょうか。

それは、「どんなまなざしと態度で人と接するか」という日々のふるまいの結果、生まれるものではないでしょ

うか。「大事にしたいもの」を日常的なふるまいの中で実践していくことで、自然と、自分たちがつくるその

場にしかない空気や文化、雰囲気が生まれてくるはずです。

その場ならではの空気・文化・雰囲気を生むのは
日常の積み重ね

自分たちだけで「自分たちらしい活動を作ろう」と張り切っていても、案外うまくいかないものです。食支援

の活動や場は、団体のメンバーだけでなく、参加する子どもや親、地域の協力者など、さまざまな人たちとの

関係の中でつくりあげられていくものだからです。

「提供する人／される人」「支援する人／される人」の関係では、役割や人間関係が固定してしまい、定型的な

活動になってしまうかもしれません。子どもや親が運営に参加し、地域の人が得意分野で協力していくなど、

活動を分かち合っていくと、参加者・協力者にとっても「ここが私の居場所」という意識が生まれていくので

はないでしょうか？

その活動と場に関わるみんなで育てていくからこそ、日々の積み重ねがそこにしかない空気や文化を形づくっ

ていきます。

「らしさ」は自分たちだけではつくれない
子どもや親・協力者と一緒につくる
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思うように人が集まらなかったり、資金や担い手に悩んだり、相談対応に迷ったりと、うまくいかない

ことは本当にたくさんあるものです。

「こんなはずじゃなかった」と立ち止まる瞬間もあるでしょう。

でも、そんなときこそ初心に戻ってみませんか。

最初に「やろう！」と心が動いたあの瞬間を思い出してみてください。

目の前の子どもの笑顔だったのかもしれない。

ひとりでごはんを食べる子の姿に胸が痛んだのかもしれない。

誰に対して、何がしたくてはじめたのか。その原点には、理屈を超えた自分自身の願いがあったはずです。

活動が広がるほどに迷いは増えますが、原点は道しるべになります。

すべてを完璧にできなくてもいい。できる形で、できる範囲で続けることに意味があります。

あなたの一歩が、確実に誰かの安心をつくっています。自分たちの思いを信じてください。

考えるヒント

食支援を行う仲間からのひとこと

もう一度「やろう！」と思ったときの
気持ちに立ち戻ってみよう。

失敗は笑い話。
過去は明るく振り返ることにしてる。

言うのはタダだからと思って

「あれをやりたい」「これをやりたい」と

言いまくってる。無視されても言い続ける。

全力投球はしなくていい。

継続するために力を使いすぎない。

子育て中って、経済的に

困っていなくても孤独だから、

誰かが見守って支えていいんだと思う。

近所にいた 3人の子どもが次々と

社会からドロップ・アウトする

姿を見て、「やろう！」と決意した。

専門家を見ていても、その子の一生を

線で見る人はいないんだと思った。

こども食堂は子どもたちと

地域の人が顔見知りになる機会。

子どもと顔を合わせば

挨拶を交わすくらいの関係性ができてきた。

あまり知らない子同士でも、

ごはんを食べるときは一緒
というのがとてもいい。

役所の相談スペースとかではなく、

食べながら話せる空間は大切。

他の機関からの訪問だと

ドアを開けてくれなくても、

宅食なら顔を見せてくれる。
楽しい時間を一緒に過ごしているからこそ、

大変なことも共有してくれる

「してあげる」じゃなくて

「一緒にいる」ことが重要だと思う。

食支援は

「お母さんの休息」
でいい

気になる子どもに

ごはんを出せることはよかったと思う。

食支援をきっかけに

保護者ともつながることが

できたと実感している。

本当にホッとできる場所で
あってほしいから、しつけを厳しくしたり、

「そういう子は来なくていい」

みたいな雰囲気を作らないよう、ボランティアにお願いした。

「食卓を囲む」「一緒につくる・食べる」

「“いただきます”をする」「片づける」と

いった一連の行為が、その子の文化資本になると思う。

「おせっかいしやすい何かがやりたい」

と思ったのがきっかけ。

「できない」と言いたくないけど

言わないと自分がこわれる。

まずは食べるものがあればいいし

腹を満たすこと自体が大事なこと。

「困った」ということをテーマに

人と人ってつながれるんだと思う。

「巻き込み力」って大事かも。

いろんな人を巻き込んでつながりたい。

食支援にゴールはないなぁと思う。

ずーっと持久走。

反省会はしない。

でも、うれしかった言葉を
報告する会はやっている。

「支援を受け続けることの
苦しさ」があると思うので、
おたがいさまの関係に
なれるようにしたい。

顔見知りになると、

子どものことが気になる。かわいくなる。

行儀が悪い、口が悪い、
学校に行ってない
それでもここにはいられるということを大事にしてる

できるだけ、やってあげすぎないようにしてる。

やってあげすぎると、期待しすぎて

「やってあげたのに……」と思ってしまうから。

今日も何も聞けなかった……とがっかりするけど焦らない。

3 カ月後に聞けるかもしれないから。

食支援はいろんなことを求められすぎ。

ただ、子どもたちに食事をふるまう

だけでいいんじゃない？

＊R5・6（2023・24）年度神奈川県社会福祉協議会　地域福祉活動支援事業協働モデル助成事業より


